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ゲストオペレーティングシステムスクリプトを設定
する

ゲストオペレーティングシステム（OS）スクリプトのISOイメージは、Virtual Storage

Console for VMware vSphereサーバにマウントされます。ゲスト OS スクリプトを使用
して仮想マシンのストレージタイムアウトを設定するには、 vSphere Client からスクリ
プトをマウントする必要があります。

オペレーティングシステムタイプ 60秒のタイムアウト設定 190秒のタイムアウト設定

Linux の場合 `https://<apply_ip>:8143/VSC/publi

c/writed/linux_gos_timeout-

install.iso

`https://<apply_ip>:

8143/VSC/public/writable

/linux_gos_timeout_190 -install.iso

Windows の場合 `https://<apply_ip>:

8143/VSC/public/writed/windows_g

os_timeout.iso

`https://<apply_ip>:8143/VSC/publi

c/writable

/windows_gos_timeout_190.isoの
形式で指定します

Solaris の場合 `https://<apply_ip>:8143/VSC/publi

c/writable /solaris_Gos_timeout-

install.iso

`https://<apply_ip>:

8143/VSC/public/writable

/solaris_Gos_timeout_190

-install.iso

仮想マシンを管理している vCenter Server に登録されている VSC インスタンスのコピーからスクリプトをイ
ンストールする必要があります。環境に複数の vCenter Server が含まれている場合は、ストレージのタイム
アウト値を設定する仮想マシンを含むサーバを選択する必要があります。

仮想マシンにログインし、スクリプトを実行してストレージのタイムアウト値を設定します。

Windows ゲストオペレーティングシステムのタイムアウト値
を設定します

Windows ゲストオペレーティングシステムの SCSI I/O タイムアウト設定は、ゲストオ
ペレーティングシステム（ OS ）のタイムアウトスクリプトで設定されます。タイムア
ウトは 60 秒または 190 秒のどちらかを指定できます。設定を有効にするには、
Windows ゲスト OS をリブートする必要があります。

作業を開始する前に

Windows スクリプトを含む ISO イメージをマウントしておく必要があります。

手順

1. Windows 仮想マシンのコンソールにアクセスし、管理者権限を持つアカウントでログインします。

2. スクリプトが自動的に開始されない場合は、 CD ドライブを開き、「 windows_gos_timeout.reg 」スクリ
プトを実行します。
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レジストリエディタダイアログが表示されます。

3. 続行するには、 [ はい ] をクリックします。

「D:\windows_gos_timeout.regに含まれるキーと値がレジストリに正常に追加されました」というメッセ
ージが表示されます

4. Windows ゲスト OS をリブートします。

5. ISO イメージをアンマウントします。

Solaris ゲストオペレーティングシステムのタイムアウト値を設
定します

Solaris 10 の SCSI I/O タイムアウト設定は、ゲストオペレーティングシステム（ OS ）
のタイムアウトスクリプトで設定されます。タイムアウトは 60 秒または 190 秒のどち
らかを指定できます。

作業を開始する前に

Solaris スクリプトを含む ISO イメージをマウントしておく必要があります。

手順

1. Solaris 仮想マシンのコンソールにアクセスし、 root 権限を持つアカウントでログインします。

2. 「 'olaris _gos_timeout-install.sh 」スクリプトを実行します。

Solaris 10 の場合、次のようなメッセージが表示されます。

Setting I/O Timeout for /dev/s–a - SUCCESS!

3. ISO イメージをアンマウントします。

Linux ゲストオペレーティングシステムのタイムアウト値を設
定します

Red Hat Enterprise Linux バージョン 4 、 5 、 6 、 7 および SUSE Linux Enterprise

Server バージョン 9 、 10 、 11 の SCSI I/O タイムアウト設定は、ゲストオペレーティ
ングシステム（ OS ）のタイムアウトスクリプトで設定されます。タイムアウトは 60

秒または 190 秒のどちらかを指定できます。Linux を新しいバージョンにアップグレー
ドしたときは、必ずこのスクリプトを実行する必要があります。

作業を開始する前に

Linux スクリプトを含む ISO イメージをマウントしておく必要があります。

手順

1. Linux 仮想マシンのコンソールにアクセスし、 root 権限を持つアカウントでログインします。
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2. 「 linux_gos_timeout-install.sh 」スクリプトを実行します。

Red Hat Enterprise Linux 4 または SUSE Linux Enterprise Server 9 の場合は、次のようなメッセージが表
示されます。

Restarting udev... this may take a few seconds.

Setting I/O Timeout (60s) for /dev/sda - SUCCESS!

Red Hat Enterprise Linux 5 、 Red Hat Enterprise Linux 6 、および Red Hat Enterprise Linux 7 の場合は、
次のようなメッセージが表示されます。

patching file /etc/udev/rules.d/50-udev.rules

Hunk #1 succeeded at 333 (offset 13 lines).

Restarting udev... this may take a few seconds.

Starting udev: [ OK ]

Setting I/O Timeout (60s) for /dev/sda - SUCCESS!

SUSE Linux Enterprise Server 10 または SUSE Linux Enterprise Server 11 の場合は、次のようなメッセ
ージが表示されます。

patching file /etc/udev/rules.d/50-udev-default.rules

Hunk #1 succeeded at 114 (offset 1 line).

Restarting udev ...this may take a few seconds.

Updating all available device nodes in /dev:   done

3. ISO イメージをアンマウントします。
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